
― 教員養成に関する情報公開 ― 

  【栄養学科】 

 

1. 教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画に関すること 

 

札幌保健医療大学保健医療学部栄養学科では、「人間力教育を根幹とした医療人の育成」とする建学理

念のもと、栄養学を基盤として、医療、保健、福祉などの様々な分野で「食」を通して人々の健康を

支え、豊かな生活をもたらす実践力を備えた管理栄養士を養成しています。 

栄養教諭一種免許状の取得を目指す本学の教職課程においては、栄養学科の設置の趣旨を踏まえた

人材養成とともに、栄養に関する専門性と教職に関する専門性を身に付けた栄養教諭を養成するため

に、次の目標を掲げています。 

 

〔到達目標〕 

1. 栄養教諭としての「食に関する指導」と「学校給食の管理」に関する専門的知識・技術・態度

を有している。 

2. 管理栄養士としての専門的な知識・技術を活用し、児童・生徒に対して「栄養と食」に関する

教育指導を実践できる基礎的な能力を有している。 

3. 食育を推進するために、家庭・地域および学校関係者等と連携・調整する基礎的な能力を有し

ている。 

4. 児童・生徒の健康と関わる「栄養と食」の課題を探究し解決するための基礎的な能力を有して

いる。 

 

〔年次目標〕 

1. １年次には教職の意義、教員の役割や職務内容を理解するとともに、教育の本質と目的の理解

を深める。 

2. ２年次には教育課程の意義、歴史、理念及び方法原理等を理解するとともに、教育における特

別活動の位置づけや意義の理解を深める。 

3. ３年次には各発達期における基本的問題、発達段階の区分等を理解するとともに、栄養教諭の

仕事と役割の理解を深める。 

4. ４年次には学校現場において教科担当教諭と連携し、栄養教諭の職務である「食に関する指導」、 

「学校給食の管理」等の理解を深める。 



2. 教員の養成に係る組織及び教員の数、各教員が有する学位及び業績に並びに各教員が担当する授業科目に

関すること 

〔教員の養成に係る組織及び教員の数〕 

免許種 開講学部・学科 専任教員数 

栄養教諭一種免許 保健医療学部・栄養学科 ４ 名 

●専任教員  〔教員養成に係る教員の学位、業績、担当授業科目〕 

教員名 職位 担当授業科目（教職課程） 単位数 開講学年・学期 

 

 

菅野 英人 

 

 

 

教授 

教職概論 ２ １ 年次・前期 

教育原理 １ １ 年次・後期 

道徳教育論 １ ２ 年次・前期 

栄養教育実習事前・事後指導 １ ４ 年次・通年 

栄養教育実習 １ ４ 年次・通年 

教職実践演習 ２ ４ 年次・後期 

加藤 隆 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

教授 

 

教職概論 ２ １ 年次・前期 

道徳教育論 １ ２ 年次・前期 

安念 保昌 教授 教育心理学 ２ ３ 年次・前期 

   瀧ヶ平 悠史  准教授 

栄養教育実習事前・事後指導 １ ４ 年次・通年 

栄養教育実習 １ ４ 年次・通年 

教職実践演習 ２ ４ 年次・後期 

●非常勤講師 

教員名 担当授業科目（教職課程） 単位数 開講学年・学期 

  明田川 知美 
教育制度論 １ １ 年次・後期 

教育原理 １ １ 年次・後期 

 松田 剛史 
教育課程論 １ ２ 年次・前期 

教育方法論 １ ２ 年次・前期 

 高橋 公平 特別活動・総合的学習指導論 １ ２ 年次・後期 

 

 佐藤 憲夫 生徒指導論 ２ ２ 年次・後期 

川俣 智路 教育相談論 ２ ３ 年次・後期 

 松井 由紀夫 特別支援教育概論 １ ３ 年次・後期 

庄井 良信 教育原理 １ １ 年次・後期 

大室 道夫 
特別活動・総合的学習指導論 １ ２ 年次・後期 

教育方法論 １ ２ 年次・前期 



3. 教員の養成に係る授業科目、授業科目ごとの授業の方法及び内容並びに年間の授業計画に関すること 

〔栄養に係る教育に関する科目〕４単位 

 

免許法施行規則に定める科目区分 

左記に対応する開設授業科目 

授業科目 
単位数及び教職における必修・選択の別 

必修 選択 

 

栄養に係る教育に関する科目 

食生活論 ２ 
 

食育指導論 ２ 
 

 

〔教職に関する科目〕 １8単位 

免許法施行規則に定める科目区分 左記に対応する開設科目 

項目 各科目に含める必要事項 単位数 科目名 

単位数及び教職における

必修・選択の別 

必修 選択 

教育の基

礎的理解

に関する

科目 

教育の理念並びに教育に関

する歴史及び思想 

８単位 

教育原理 １単位  

教職の意義及び教員の役

割・職務内容（チーム学校

運営への対応を含む。） 

教職概論 ２単位  

教育に関する社会的、制度

的又は経営的事項（学校と

地域との連携及び学校安全

への対応を含む。） 

教育制度論 １単位  

幼児、児童及び生徒の心身

の発達及び学習の過程 
教育心理学 ２単位  

特別の支援を必要とする幼

児、児童及び生徒に対する

理解 

特別支援教育概論 １単位  

教育課程の意義及び編成の

方法（カリキュラム・マネ

ジメントを含む。） 

教育課程論 １単位  

道徳、総

合的な学

習の時間

等の指導

法及び生

徒指導、

教育相談

等に関す

る科目 

道徳、総合的な学習の時間

及び総合的な探究の時間並

びに特別活動に関する内容 

６単位 

道徳教育論 １単位  

特別活動・総合的

学習指導論 
１単位  

教育の方法及び技術（情報

機器及び教材の活用を含

む。） 

教育方法論 １単位  

生徒指導の理論及び方法 生徒指導論 １単位  



教育相談（カウンセリング

に関する基礎的な知識を含

む。）の理論及び方法 

教育相談論 ２単位  

教育実践

に関する

科目 

栄養教育実習 

２単位 

栄養教育実習 １単位  

学校体験活動 
栄養教育実習事前

事後指導 
１単位  

教職実践演習 ２単位 
教職実践演習 

（栄養教諭） 
２単位  

 

 

4. 卒業者の教員免許状の取得の状況に関すること 

教職課程履修者（27名）が栄養教諭免許状を取得予定 

  

5. 卒業者の教員への就職の状況に関すること（2026年3月現在） 

期限付き採用（１名） 



6. 教員の養成に係る教育の質の向上に係る取組に関すること。 

• 食育に関する学びを広げるため、正課外で食育講座などの地域ボランティア活動に参加している。 

• 教員としての資質能力や実践力などをより意識的に形成するため、履修者ごとに「履修カルテ」

を作成し、これをもとに学びの振り返りを促し、個別面接指導を実施している。 

• 大学農園等における栽培・収穫・加工を実施し、ここで食材の生産から加工までの一連の体験 

をすることで栄養教育や食育活動の基礎を深めている。 

• 教員採用試験に向けて対策講座を複数回実施する（３ 年次４年次） 

 


